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2026年度（令和 8年度）学校評価自己評価表  
 
 
Ⅰ 福山市 

 
 
 
 Ⅱ 中学校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                               

城南中学校区 校番 ２０３ 福山市立城南中学校 
   

 最終更新日 ２０２６年（令和８年） ４月 １３日 

 

福山市立         学校 

 

児童生徒の現状 

・「自ら考え、決めて、選ぶ」ことが

多くの児童生徒に定着している。 

・知識、技能の定着に課題がある。 

・授業への姿勢や、家庭での過ごし

方など、学習基盤になる部分の改善

が求められる。 

 

育成する 

資質・能力 

・自己を認識する力  ・自分の人生を選択する力  ・表現する力 

めざすこども像 

(義務教育修了時の姿) 

・自分が打ち込めることを見つけ、目標に向かって一生懸命取り組む児童生徒 

・地域から学び、社会に貢献する児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

・学習指導要領に立ち返り、知識・技能の定着にこだわった授業づくりを各学校で

実践する。 

・総合的な学習の時間や、特別活動を中心として地域と協働した教育内容を実践す

る。 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・86％の生徒が「考える、決める、選ぶ」ことを大切にしていると回答して

おり、昨年とほぼ数値が変わらず、定着している。 

・「学校生活の中で、自分の考えが認められている。」と回答する生徒の割合は

90%で、自らを表現できる環境をつくることができている。 

・運動やスポーツが「嫌い・やや嫌い」と回答した生徒の割合は 20％（前年

度比－4％） 

・学校図書館を利用したことのない生徒の割合は 21%（前年度比－6％） 

 

＜授業＞ 

・授業で考えるのは楽しいと肯定的に回答した生徒は 75％。（前年度比＋4％） 

・課題について自分の「ことば」で説明できていると回答した生徒は 79％。

（前年度比±0％） 

 

育成する 

資質・能力 

・自己を認識する力 

・自分の人生を選択する力   

・表現する力 

めざす 

こども像 
 

〇各教科の学習や行事、地域での学びや体験を通して、自分のよさや課題を理解し、

地域や社会の中で成長しようとする生徒。  

〇地域の人や社会の人の多様な生き方に学び、各教科の学習や行事での経験をもとに、

自分で考え、将来や生き方を主体的に選択しようとする生徒。 

〇地域や社会の課題に目を向け、各教科や行事での学びを生かして、自分の考えや思

いを適切に表現し、社会に貢献しようとする生徒。 

   

研究 

テーマ 学習基盤を整え、知識・技能の確実な定着を図る授業づくり 

内容等 

・「学習基盤づくり」…授業と家庭学習をつなぐ学習習慣を育てるとともに、安心して

学べる教室環境と学習規律を整える。 

・「めあてを明確にした授業づくり」…学習のねらいを明確にし、生徒が見通しをもっ

て学習に取り組める授業を行う。 

・「学びを整理するまとめ・振り返り」…学習のまとまりごとに学びを整理し、自分の

言葉で説明できる力を育てる。 

めざす授業の姿 

生徒は 

○学習習慣や規律を身に付け、家庭学習での学びを活かしながら主体的に学習に取り

組んでいる。 

〇授業のめあてを理解し、達成に向けて見通しをもちながら課題に取り組んでいる。 

〇学んだことを、自分の言葉で整理しながら表現している。 

 

前年度学校運営協議会 
（学校関係者評価）の主な内容 

・子ども達の主体性や多様性を表現

する場が設定されており、教職員の

サポートが適切に行われている。 

・生徒自身が考え、決めて、選ぶこ

とを大切にしていることが伝わる。 

・学校と家庭、地域と家庭のつなが

りに課題がある。 

 

学校教育目標 

自律 ～自ら考え、決めて、選ぶ～ 

 

Ⅲ 自 校 

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現 めざす姿 
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年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

５ 1 

生徒自ら、成

長するための

学び方を探究

し、課題を乗

り越えていこ

うとする力を

育成する。 

★ 見

直

し 

学習基盤を整え、

家庭学習までを

見通した授業を

計画し、生徒の知

識・技能の定着を

図る。また、学び

や経験を、自分の

将来や社会に生

かしていこうと

する生徒を育成

する。 

・学習規律を徹底

し、学ぶ環境を

整える。 

 

・「何ができるよ

うになれば良

いか」を明確に

するとともに、

家庭学習まで

を見通し、生徒

が学びを実感

できる授業設

計を行う。 

 

 

・標準学力調査にお

ける正答率40％

未満の生徒の割

合を、市平均以下

にする。 

 

現状（市平均との差） 

3年国…＋6.8% 

3年数…＋4.9% 

2年国…＋16.7% 

2年数…＋7.3% 

 

         

見

直

し 

・総合的な学習の

時間や、特別活

動を中心とし

て地域と協働

した教育内容

を実践する。 

・学んだことや経験

したことが、自分

の将来や社会に

役立つと回答す

る生徒の割合を

８０%以上にす

る。 

（現状：数値なし） 

         

５ ２ 

生徒一人一人

の個性を大切

にした教育活

動を実践す

る。 

 継

続 

教職員と生徒の

対話、生徒と生徒

の対話、それぞれ

を大切にする。 

・生徒が安心して

個性や考えを

表現できるよ

うな環境を提

供する。 

 

・学習班での活動

を充実させる

ためのエンカ

ウンターを計

画的に実施す

る。 

・学校生活の中で、

自分の考えが認

められていると

回答する生徒の

割合を増加させ

る。 

（現状：90%） 

         

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  
福山市立城南中学校 
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継

続 

 ・週１回の「学び

プロジェクト

委員会」で個々

の状況を協議

し必要な支援

を行う。 

・新規長欠者の出

現率を減少さ

せる。 

（現状：3.5％） 

         

２ ３  

生徒自ら、充

実した学校生

活になる取り

組みを考え、

実行する力を

育成する 

 継

続 

健康促進、体力づ

くり、本を読む習

慣の定着など、自

分の心と身体の

育成について生

徒会執行部を中

心に取組を考え

実行する。 

・生徒と教師が共

に委員会など

の取組を計画

し、実行する。 

 

・各委員会活動の意

義を担任中心に

生徒に丁寧に伝

えていく。 

・各種委員会が計

画する活動や取

組に協力した

り、参加したり

している生徒の

割合を85％以

上にする。 

（現状：79％） 

         

５ ４ 

対話を通し

て、元気・笑

顔で勤務する

教職員を育成

する。 

 継

続 

主体的に新たな

ことにチャレン

ジしている教職

員を増やす。 

・それぞれの職員

の適性や能力

にあった役割

分担を行う。 

 

・教職員同士が

「子どもの姿」

を共有できる

環境をつくる。 

・「仕事にやりが

いを感じる」と

回答する職員

の割合を増加

させる。 

（現状：88％） 

         

［プロセス評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生
じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が
生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

 

［達成評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

 

［総合評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達成
度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満
の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未満
の達成度 

あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

 

 


